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日本文化デザイン会議2007兵庫豊岡会議 

～文化力による循環境の再生～ 
「コウノト・リ・デザイン」 「コウノト・リ・デザイン」 参加者 募集 

　日本文化デザイン会議は、文学・哲学・建築・映像・評論など、広く社会・文化をデザインする多彩な分野からの専
門家120人が自発的に集まり、日本のこれからに向けての「リ・デザイン(再生)」をテーマに社会や文化に新しい
角度から働きかけ、情報を発信していこうという取り組みを行っています。 

　現在の市役所
本庁舎は昭和２
年に建築され、
施設の老朽化や
事務室等の分散
化、そして狭い
こと等により市
民サービスと事
務効率の低下を招いています。
　このため、本庁舎の建設に向けて検討する「新庁
舎建設市民検討委員会」を設置し、その委員を募集
しますので、応募ください。
　なお、市民検討委員会の委員は、公募のほか市内
の公共的団体等から推薦いただく方や学識経験者の
計１５人程度を予定しています。
◇市民検討委員会委員の役割　次の事項について月
１回程度開催予定の委員会で検討し、市長に報告
書（意見書）を提出していただきます。
①新庁舎の機能、規模および施設計画に関すること
②新庁舎の建設位置に関すること
◇募集人員　３人程度（書類審査により選考）
◇任期（予定）　１１月から基本構想・基本計画策定の
時期（平成２１年３月ごろ）まで

◇応募資格
①２０歳以上（平成１９年１１月１日現在）で、市内在住ま
たは在勤・在学の方

②この委員会の趣旨に関して、意見・提言をお持ち
の方

③平日に開催する会議および視察に参加できる方
④地方公共団体の議員または常勤の公務員でない方
⑤特定の意見に偏らず、市民の視点から客観的、公
平的な審議ができる方

⑥暴力団の構成員またはこれに準ずる者でない方
◇応募方法　新庁舎建設推進室および各総合支所総
務課にある所定の応募申込書（市のホームページ
からダウンロードすることもできます）に、住所、氏名、
応募理由などを記入の上、直接持参してください
（新庁舎建設推進室へは、郵送またはメールも可）。
※応募に係る経費は、すべて応募者の負担とします。
※応募書類は返却できませんので、了承ください。
※詳細は募集要項をご覧ください。
◇申込期限　１１月７日（水）必着
◇選考方法　提出された応募申込用紙により選考し、
　選考結果は郵送で応募者全員に通知します。
《申込み・問合せ》　新庁舎建設推進室
　メールアドレス　shinchousha ＠ city.toyooka.lg.jp

　
　豊岡の豊かな自然が育んだオーガニック（有機、
無農薬）なお米を、「食」の専門家たちがアレンジ
します。
◇時　間　１１：００～１３：３０
◇場　所　県立コウノトリの郷公園ほか
◇定　員　５０人（先着順）　◇参加費　無料

　
　都市・ヒト・自然のさらなる豊かな関係について
さまざまな分野のスペシャリストによる自由な発想
で語り合います。
◇時　間　１４：００～１７：４５
◇場　所　豊岡市民プラザほっとステージ
◇定　員　２５０人（先着順）　◇参加費　無料
◆パネルディスカッション
　パネリスト（予定・敬称略）
　若林広幸（建築家）、稲本健一（㈱ゼットン代表取

締役）、井上章一（国際日本文化研究センター教授）、
宮本リンメイ（地域ブランディングプロデューサー）、
門上武司（アマカラ手帖編集長）、速水　亨（林業家）、
山田真美（作家）、横川　潤（食評論家）、園山真希
絵（料理研究家）、中貝宗治（豊岡市長）

　
　「豊岡への想い」をテーマにパネリストと語り合
います。
◇時　間　１８：３０～２０：００
◇場　所　未定（後日、参加者へ連絡します）
◇定　員　５０人（先着順）　◇参加費　飲食費実費

■「コウノトリの舞・米・マイツアー」
　　～豊岡の食材を活かした提案～

開催日　１１月２３日（金 ･祝）

■シンポジウム
　「オーガニック食サミットの提言」

■「 夜  楽塾 」
や がくじゅく

◇申込期間　１０月２５日（木）～１１月１５日（木）
◇申込方法　電話、ファックスまたはメールで申し

込みください。
《問合せ》
　「ツアー」・「シンポジウム」
　　都市整備課交通政策係　ＦＡＸ２２－１８３９
　　メールアドレス　toshi@city.toyooka.lg.jp
　「夜楽塾」
　　（社）豊岡青年会議所　�２２－４０４１　ＦＡＸ２２－１７４８
　　メールアドレス　kithjc@pearl.ocn.ne.jp

新庁舎建設市民検討委員会の委員を募集します
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一
般
会
計
の
決
算

〈一般会計〉

歳入　４９３億５１４９万円

歳出　４７９億４１０３万円
　

〈特別会計〉

歳入　２４９億１３９１万円

歳出　２４２億４４７４万円

公
営
企
業
会
計
の
決
算

〈水道事業〉
収　入　１５億４８０６万円
支　出　１５億４２１２万円
純利益　　　　５９４万円

　
〈下水道事業〉
収　入　５０億６８０５万円
支　出　４８億　２８７万円
純利益　　２億６５１８万円

一
般
会
計
…
教
育
、
福
祉
、
消
防
、

道
路
・
公
園
の
整
備
な
ど
、
市

の
基
本
的
な
事
業
に
関
す
る
会

計
で
す
。

特
別
会
計
…
特
定
事
業
を
特
定
の

財
源
で
賄
う
た
め
の
会
計
で
す
。

企
業
会
計
…
水
道
や
下
水
道
事
業

な
ど
企
業
的
性
格
（
独
立
採
算

制
に
よ
る
経
営
な
ど
）
を
持
っ

た
事
業
を
運
営
す
る
地
方
公
営

企
業
の
会
計
で
す
。

市民１人当たりの決算（一般会計）

歳　入 
５４２，８０１円 

歳　出 
５２７，２８８円 

※平成１９年３月末の住民基本台帳人口（９０，９２０人）に 
　基づき計算しています。 

地方債（借入金） 
73,155円 公債費（借入金返済） 

82,918円 

その他の経費 42,584円 

農林水産業費 農林水産業費 19,872円 19,872円 

衛生費 54,862円 

教育費 55,946円 

総務費 86,249円 

土木費 87,643円 

民生費（福祉関係） 
97,214円 

国県支出金 58,544円 

地方交付税 184,274円 

市　税 108,097円 

使用料その他市の独自収入 
72,042円 

基金等からの繰入 
15,924円 15,924円 

その他国県からの収入 
30,765円 依

存
財
源
　
６４
％ 

自
主
財
源
　
３６
％ 


